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1 緒     言

大豆に対する窒素追肥は,その効果が土壊 ,気候,品種 ,

播種期,播種量 ,追肥時期,追肥量等の条件によって異な

るため,現在のところ一般的な栽培技術とはなってしヽない。

しかしながら,条件の組み合せによっては,中耕・培土と

並んで生育期の積極的な対応技術となることも考えられ,

これら要因との相互関係を知る必要がある。

本試験では,追肥の効果を,追肥の時期及び量について

検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 : 1980年

0)圃場条件及び土壌型 : 普通畑 黒色土壌粘土型
0)供試品種 : オクシロメ

“' 
供試条件

1)追IIE時期 : 開花期前 15日 (7/14), 開花期
(7/28),終花期 (8/11)

2)追肥量 (N― 成分,り/3): 0,03,06

※追肥法 ;株元に硫安で所定量を施用した後に土寄

せをした。

l EXI面積 ; 10″ 3区制 (舌 L塊法 )

6)耕種概要

播種期 : 5月 30日

栽植密度 : 畦幅 75m×株間30m 2本仕立
(38本/″ )

元肥量 (成分り/a): N-025,P205~075
K20~100(全面施用 )

3 試験結果及び考察

(1)開花期前 15日の追肥について

追肥の影響が葉色に現われ始めたのは,追肥後 5～ 6日

で,濃緑色となり,窒素の吸収が速やかに行われたことが

うかがわれた。またこの影響は追肥量(03切/8,06r/a)

を問わず,主茎長と分枝数にも現われ,主茎長は図 1に示

すように追肥後の初期から長くなり,無追肥区との有意な

差が認められた。分枝数も追肥後10日 目頃より追肥区で多

くなり始めた。

幼奏伸長期の調査では (表 1),追肥により乾物重が高
まる傾向にあり,特 に06り/3の追8E量で茎重の増加が著
しい。これldま し追肥量03協んでは着奏数が多く,幼桑
重が高くなる。この幼奏伸長期の乾物重には稔実業数と正

の相関が認められ (r― o83**),こ の時期の乾物重を増

加させることは稔実業数の確保に有効であると推察される。
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図 : 主茎長の推移
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,百粒重 (図 2)は ,稔実業数と負の相関があり,

06り/8の追肥のように稔実業数の多くなるような,生育

量の大きい条件では,百粒重は低下する傾向を示した。こ

表 1 幼葵伸長期 (3/21)に おける調査
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のことは,生育量を大きくし稔実奏数の増加による収量増
には,限界があることを示すもので,00毎/8の追肥より
も,06″ /8の追肥で稔実業数が多いが子実収量が劣った
のはこのためと思われる (表 2)。 また,追肥による粒茎比

の低下が ,03″/3の追肥区では認められなかったのに対
し, 06た,/3の追肥区で著しかったことからも,開花期前

の追肥には適量があり,過剰施用ではかえって受光効率の

悪い草姿 とな り収量にマイ ナスに作用するものと考えられ

る。

かった。子実収量は,06切たの追肥区で稔実奏数が多く,
高くはなっているものの,無追肥区との有意な差はみられ

なかった。

表 2 成熟期における調査

表 3 収量調査

4摘   要

大豆に対する窒素肥料の追肥効果を,追肥時期及び量に

ついて検討した。

1 開花期前 15日 の追肥では,幼奏伸長期の乾物重が増
大し,分枝数 ,幼奏数とも多くなった。百粒重はやや小さ

くなるものの,稔実業数が多く,N-03均んの追 lEで顕
著な効果がみられた。N-06協ん の追肥では粒茎比が小
さく,やや受光効率の悪い草姿となった。

2 開花期の追肥では,幼泰伸長期の乾物の増加はみら
れず,幼奏数,稔実業数とも少なかった。また百粒重の増

大もみられなかった。

3 終花期の追肥では百粒重が軽 く,粒肥大に対する影
響はみられなかった。
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図2 稔実奏数と百粒重

0)開花期の追肥について
この追肥による葉色の変化は,追肥後 1週間目頃より現

われたが,開花期前15日 の追肥ほど明瞭な差はみられなか

った。主茎長や分枝数,幼葉伸長期乾物重にも,追肥によ

る差がみられず,こ の時期の追肥では,生育量の増加は期

待できないことを示している。このため稔実業数の増加も

少ない。また,百粒重が小 さく,この追8巴では粒肥大への

影響 も少ないものと思われる。子実収量は03げa区 で無
追肥対比 1035%,06場ろ追80区で1003%と 有意な差は
みられなかった。

0 終花期の追肥について
この追肥は,栄養生長の終った段階での,根粒の働きが

阻害されにくい時期の追肥であり,専 ら粒の稔実向上と肥

大の促進を期待 したものであったが,今回の試験では,追

肥による一爽当たり稔実粒数や百粒重の増加は認められな
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注 調査値は3区平均で示す。


